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本肺癌学会学術集会．2019，12，6‐8．抄録集．

23 西岡敦二郎，久保田寧，草場香那，城戸口啓介，佐野遥菜，山口享祐，蒲池和晴，嬉野博志，横尾
眞子，安藤寿彦，末岡榮三朗，小島研介，木村晋也：超高齢 DLBCL 患者における臨床学的特徴に
ついての後方視的研究．第81回日本血液学会学術集会．2019，10，11‐13．抄録集．

24 西岡敦二郎，柏田知美，小宮一利，荒金尚子，木村晋也：高度腹水を有する切除不能・進行再発癌
に対する腹水濾過再静注療法併用化学療法の後方視的検討．第17回日本臨床腫瘍学会学術集会．
2019，7，18‐20．抄録集．

25 Atsujiro Nishioka, Yasushi Kubota, Kana Kusaba, Keisuke Kidoguchi, Haruna Sano, Kyosuke Yama-
guchi, Kazuharu Kamachi, Hiroshi Ureshino, Masako Yokoo, Toshihiko Ando, Eisaburo Sueoka, Ken-
suke Kojima, Shinya Kimura: Clinical features and outcome of very elderly patient with diffuse large
B-cell lymphoma. The 81st Annual Meeting of the Japanese Society of Hematology. 2019, 10, 11-13.
abstract book.

26 西岡敦二郎，柏田知美，小宮一利，荒金尚子，木村晋也：高度腹水を有する切除不能・進行再発癌
に対する腹水濾過再静注療法併用化学療法の後方視的検討．第17回日本臨床腫瘍学会学術集会．
2019，7，18‐20．抄録集．

27 ＊西山明宏，吉田博徳，松本直久，岩永健太郎，海老規之，矢寺和博，荒金尚子：Prospective study
for usefulness of plasma DNA on prediction of third generation EGFR tyrosine kinase inhibitors（S-
PLAT study）．第78回日本癌学会学術総会．2019，9，26‐28．抄録集．

28 貞松宏典，髙橋浩一郎，田代宏樹，野口吉彦，大村 智，砂塚敏明，木村晋也，荒金尚子：喘息増
悪におけるマクロライド誘導体 EM900の治療効果．第59回日本呼吸器学会学術講演会．2019，4，
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12‐14．抄録集．
29 貞松宏典，髙橋浩一郎，野口吉彦，大村 智，砂塚敏明，田代宏樹，木村晋也，荒金尚子：マクロ

ライド誘導体 EM900による喘息増悪に対する治療の試み．第68回日本アレルギー学会学術大会．
2019，6，14‐16．アレルギー 68巻，4号／5号．

30 髙橋浩一郎：重症喘息の気道炎症とその免疫学的多様性．第68回日本アレルギー学会学術大会．
2019，6，14‐16．アレルギー 68巻，4号／5号，292頁．

31 髙橋浩一郎：喘息病態における Type2炎症の概念とサイトカイン．第6回総合アレルギー講習会．
2019，12，14‐15．第6回総合アレルギー講習会テキスト，63頁，2019．

32 髙橋浩一郎：重症喘息における Type2気道炎症の免疫学的多様性と治療．第52回日本薬剤師会学
術大会．2019，10，13‐14．抄録集．

33 髙橋浩一郎，貞松宏典，鈴木久美子，田中将英，倉富勇一郎，木村晋也，荒金尚子：喘息患者にお
ける嗅覚障害と好酸球性副鼻腔炎合併に関する臨床的検．第68回日本アレルギー学会学術大会．
2019，6，14‐16．アレルギー 68巻，4号／5号，498頁．

34 ○海野晃久，城戸口啓介，本田美穂，岡崎智満，吉原由利重，若山一夫，川崎誠司，横尾眞子，久保
田寧，木村晋也，末岡榮三朗：2つの異なる免疫表現型を有した初期前駆Ｔ細胞性急性リンパ芽球
性白血病と考えられた1例．第81回日本血液学会学術集会．2019，10，11‐13．抄録集．

35 ＊内田 賢，貞松宏典，髙橋浩一郎，井上 周，梅口仁美，小林弘美，田中将英，林真一郎，木村晋
也，荒金尚子：ベンラリズマブ投与症例の臨床的検討．第68回日本アレルギー学会学術大会．2019，
6，14‐16．アレルギー 68巻，4号／5号．

36 山田麻里江，山田尚友，中尾真実，中村秀明，久保田寧，木村晋也，末岡榮三朗：RhD 血液型不
適合造血幹細胞移植後，移植前の患者血液型となった1例．第67回日本輸血・細胞治療学会学術総
会．2019，5，23‐25．日本輸血細胞治療学会誌 65（2）：375，2019．

37 山口享祐，久保田寧，山田尚友，山田麻里江，中尾真実，吉原由利重，岡崎智満，海野晃久，本田
美穂，横尾眞子，若山一夫，木村晋也，末岡榮三朗：自己末梢血幹細胞採取1日目の採取不良例に
対する plerixafor 投与例での採取結果の検討．第67回日本輸血・細胞治療学会学術総会．2019，5，
23‐25．日本輸血細胞治療学会誌 65（2）：374，2019．

38 山口享祐，久保田寧，横尾眞子，岸森千幸，大野仁嗣，城戸口啓介，草場香那，佐野遥菜，西岡敦
二郎，安藤寿彦，小島研介，木村晋也：t（19；22）（q13．1；q11．2）を認めた EBV 陽性 DLBCL の一
例．第81回日本血液学会学術集会．2019，10，11‐13．抄録集．

地方規模の学会
1 安部友範，中島千穂，木村晋也，荒金尚子：肺がん患者における血漿遊離 DNA の特性．第59回日

本肺癌学会九州支部学術集会／第42回日本呼吸器内視鏡学会九州支部総会．2019，2，22‐23．抄
録集．

2 荒金尚子：がんゲノム医療に基づいたバスケット試験について．第7回日本臨床腫瘍学会九州地区
セミナー．2019，1，12．抄録集．

3 原口哲郎，中村朝美，栗原有紀，小楠真典，田代宏樹，中島千穂，高橋浩一郎，荒金尚子：化学放
射線療法後のデュルバルマブ投与でステロイド抵抗性の放射線性肺臓炎と薬剤性肺障害を発症した
一例．第83回日本呼吸器学会・日本結核病学会・日本サルコイドーシス／肉芽腫性疾患学会九州支
部 秋季学術講演会．2019，9，6‐7．抄録集．
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4 平川治樹，小宮一利，中島千穂，小楠真典，中村朝美，田中将英，髙橋浩一郎，木村晋也，荒金尚
子：オシメルチニブ投与中に小細胞肺癌へ形質転換した EGFR 陽性肺腺癌に対して，化学療法と
オシメルチニブの交代両方が奏効した一例．第59回日本肺癌学会九州支部学術集会／第42回日本呼
吸器内視鏡学会九州支部総会．2019，2，22‐23．抄録集．

5 平川治樹，小楠真典，田中将英，中島千穂，中村朝美，小宮一利，高橋浩一郎，小野伸之，小荒田
秀一，木村晋也，多田芳史，荒金尚子：抗 ARS 抗体陽性間質性肺炎の臨床的検討．第82回日本呼
吸器学会・日本結核病学会九州支部 春季学術講演会．2019，3，16．抄録集．

6 ○藤田真衣，蒲池和晴，山口享祐，横尾眞子，城戸口啓介，草場香那，佐野遥菜，久保田寧，安藤寿
彦，小島研介，木村晋也：重篤な DIC を呈し急性前骨髄球性白血病との鑑別を要した非定型慢性
骨髄性白血病．第9回日本血液学会九州地方会．2019，3，16．抄録集．

7 勝屋弘雄，佐野遥菜，横尾眞子，城戸口啓介，山口享祐，久保田寧，安藤寿彦，木村晋也：IGH/
CCND1転座を伴ったメトトレキサート関連リンパ増殖性疾患の1例．第326回日本内科学会九州
内科地方会．2019，8，17．抄録集．

8 城戸口啓介，久保田寧，草場香那，佐野遥菜，山口享祐，西岡敦二郎，横尾眞子，安藤寿彦，小島
研介，木村晋也：高力価抗リツキシマブ抗体の産生と重症 infusion reaction を伴った濾胞性リンパ
腫の1例．第327回日本内科学会九州地方会．2019，11，17．抄録集．

9 久保田寧：多発性骨髄腫診療の現在・過去・未来．第9回日本血液学会九州地方会．2019，3，16．
ランチョンセミナー．

10 小宮一利，中村朝美，平川治樹，小楠真典，中島千穂，田中将英，髙橋浩一郎，木村晋也，荒金尚
子：irAE 中止症例における，効果と予後の後方視的検討．第59回日本肺癌学会九州支部学術集会
／第42回日本呼吸器内視鏡学会九州支部総会．2019，2，22‐23．抄録集．

11 栗原有紀，田代宏樹，原口哲郎，小楠真典，中島千穂，中村朝美，髙橋浩一郎，副島英伸，木村晋
也，荒金尚子：Birt-Hogg-Dube 症候群の1家系内の2例の臨床的特徴．第327回日本内科学会九州
地方会．2019，11，17．抄録集．

12 ○長家聡明，蒲池和晴，久保田寧，山口享祐，横尾眞子，安藤寿彦，甲斐敬太，小島研介，大島孝一，
木村晋也：t（3；7）（q27；p12）及び t（8；14）（q24；q32）転座を有する胸膜原発 MYC/BCL6 double-hit
lymphoma の1例．第325回日本内科学会九州地方会．2019，5，18．抄録集．

13 中村朝美，中島千穂，小宮一利，髙橋浩一郎，木村晋也，荒金尚子：Liquid biopsy を用いたア
ファチニブ耐性化機序の検討．第59回日本肺癌学会九州支部学術集会／第42回日本呼吸器内視鏡学
会九州支部総会．2019，2，22‐23．抄録集．

14 中島千穂：佐賀大学におけるがんクリニカルシークエンスへの取り組み．第59回日本肺癌学会九州
支部学術集会／第42回日本呼吸器内視鏡学会九州支部総会．2019，2，22‐23．抄録集．

15 中島千穂，平川治樹，小楠真典，田中将英，中村朝美，小宮一利，髙橋浩一郎，荒金尚子：
Osimertinib 投与後に心房細動を発症した3症例．第59回日本肺癌学会九州支部学術集会／第42回
日本呼吸器内視鏡学会九州支部総会．2019，2，22‐23．抄録集．

16 中島千穂，安部友範，平川治樹，小楠真典，田中将英，中村朝美，小宮一利，髙橋浩一郎，荒金尚
子：細胞外分泌小胞関連 DNA による EGFR 遺伝子変異検出についての検討．第59回日本肺癌学
会九州支部学術集会／第42回日本呼吸器内視鏡学会九州支部総会．2019，2，22‐23．抄録集．

17 小楠真典，小宮一利，平川治樹，中島千穂，中村朝美，田中将英，髙橋浩一郎，木村晋也，荒金尚
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子：頭部 MRI の脳室拡大所見を契機に診断した肺癌 髄膜癌腫症の臨床的検討．第59回日本肺癌学
会九州支部学術集会／第42回日本呼吸器内視鏡学会九州支部総会．2019，2，22‐23．抄録集．

18 ○岡 莉恵，西岡敦二郎 柏田知美，岡 祐介，吉里 広，森本忠嗣，木村普也：Nivolumab によ
る免疫関連有害事象に対するステロイド治療により発症した難治性感染症．第324回日本内科学会
九州地方会．2019，1，12．抄録集．

19 貞松宏典，髙橋浩一郎，鈴木久美子，田中将英，倉富勇一郎，木村晋也，荒金尚子：喘息患者にお
ける好酸球性副鼻腔炎の合併と嗅覚障害に関する解析．第1回日本アレルギー学会九州・沖縄支部
地方会．2019，2，16．抄録集．

20 貞松宏典，原口哲郎，栗原有紀，小楠真典，田代宏樹，中島千穂，中村朝美，髙橋浩一郎，荒金尚
子：トリコスポロンとクリプトコッカスの混合肺感染を認めた一例．第83回日本呼吸器学会・日本
結核病学会・日本サルコイドーシス／肉芽腫性疾患学会 九州支部 秋季学術講演会．2019，9，
6‐7．抄録集．

21 髙橋浩一郎：シンポジウム2「喘息・COPD の最新の知見」COPD に対する triple 治療～Pro の立
場から～．第83回日本呼吸器学会・日本結核病学会・日本サルコイドーシス／肉芽腫性疾患学会
九州支部秋季学術講演会．2019，9，6‐7．抄録集．

22 髙橋浩一郎：教育講演6 COPD 増悪を再考する．第83回日本呼吸器学会・日本結核病学会・日本
サルコイドーシス／肉芽腫性疾患学会 九州支部秋季学術講演会．2019，9，6‐7．抄録集．

23 髙橋浩一郎：教育講演2 重症喘息における Type2炎症の役割と治療の新展開．第62回日本呼吸
器学会中国・四国地方会／第28回日本呼吸器内視鏡学会中国四国支部会／第70回日本結核病学会中
国四国支部会．2019，11，23‐24．抄録集．

24 田代宏樹，高橋浩一郎，貞松宏典，原口哲郎，栗原有紀，安部友範，中島千穂，中村朝美，
Stephanie Shore，荒金尚子：肥満喘息増悪マウスモデルにおける腸内細菌叢の役割について．第
83回日本呼吸器学会・日本結核病学会・日本サルコイドーシス／肉芽腫性疾患学会 九州支部 秋季
学術講演会．2019，9，6‐7．抄録集．

25 山田麻里江，中尾真実，山田尚友，中村秀明，久保田寧，木村晋也，末岡榮三朗：当院における
ABO 亜型の検出状況と臨床への結果報告について．日本輸血・細胞治療学会九州支部例会 第66回
総会・第87回例会．2019，12，14．抄録集．

26 ○山本耕三，堀晋一朗，大庭大治，平川治樹，小楠真典，小宮一利，荒金尚子，平塚昌文：血痰を伴
う pleomorphic carcinoma に対し術前動脈塞栓術を施行し右上葉切除を施行した一例．第59回日本
肺癌学会九州支部学術集会／第42回日本呼吸器内視鏡学会九州支部総会．2019，2，22‐23．抄録
集．

27 ○山崎温詞，平川治樹，田中将英，小楠真典，中島千穂，中村朝美，小宮一利，高橋浩一郎，木村晋
也，荒金尚子：メサラジンによる薬剤性肺障害の一例．第82回日本呼吸器学会・日本結核病学会九
州支部 春季学術講演会．2019，3，16．抄録集．
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 木村 晋也 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

CML 患者において治療中止に有利な
NK 免疫に関するバイオマーカーの探
索

1，690

准教授 荒金 尚子 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

担がん患者における血漿遊離 DNA の
特性についての基礎的検討

1，690

准教授 荒金 尚子 平成30－33年革新的がん医
療実用化研究事業

（分担） HER2増幅固形癌に対するトラスツ
ズマブ・ペルツズマブ併用療法のバス
ケットトライアル

5，304

講 師 久保田 寧 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

細胞内コレステロールを標的とする新
規の白血病治療法の開発

0

講 師 髙橋浩一郎 科学研究費助成事業 基盤研究B
（分担）

COPD プロアクティブリサーチシス
テム構築のための横断的，および縦断
的探索

130

講 師 髙橋浩一郎 科学研究費助成事業 挑戦的研究
（萌芽）（分担）

慢性閉塞性肺疾患患者に対する簡易的，
定量的動的肺過膨張評価法の開発

91

講 師 髙橋浩一郎 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

慢性閉塞性肺疾患管理に特化した自己
効力感尺度の開発とその臨床応用可能
性の検討

13

助 教 勝屋 弘雄 科学研究費助成事業 若手研究
（代表）

HTLV‐1とヒトゲノムのキメラトラ
ンスクリプトによる ATL 発症機序の
解明

2，530

助 教 勝屋 弘雄 科学研究費助成事業 国際共同研究
強化B（分担）

Dynamic evolution and different
pathogenesis of HTLV-1 across multi-
ple continents revealed by next gen-
eration sequencing technology

650

助 教 勝屋 弘雄 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

次世代シークエンスを活用した高精細
ヒトＴ細胞白血病ウイルス遺伝子発現
制御機序解明

260

助 教 勝屋 弘雄 日本医療研究開発機構 感染症研究改
革 イ ニ シ ア
ティブ（分担）

単一細胞分析データマイニングによる
HTLV‐1持続潜伏感染機構の解明

650

助 教 中村 朝美 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

耐性化遺伝子検出の為の適切な再生検
と，liquid biopsy の臨床応用

1，560

助 教 中島 千穂 文部科学省科学技術人材育
成費補助事業（ダイバーシ
ティ研究環境実現イニシア
ティブ）令和元年度研究活
動費支援

（代表） 肺がんに関連する遺伝子変異・遺伝子
多型

500

研究助成等
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職 名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

助 教 勝屋 弘雄 優秀演題口演（日本リンパ網内系学会） The nature of HTLV-1 provirus in naturally infected
individuals analyzed by viral DNA-capture-seq ap-
proach.

助 教 勝屋 弘雄 Best Poster Awards（日本血液学会） The presence and possible role of virus-host chimeric
transcripts in HTLV-1-infected cells.

助 教 Hiroki Tashiro David Bates Award American Tho-
racic Society 2019

Fecal Transplant with an Obese Microbiome Aug-
ments Pulmonary Responses to Ozone in Mice

助 教 Hiroki Tashiro Best Abstract Scholarship American
Thoracic Society 201

Sex Differences in the Effect of Dietary Fiber on
Ozone Induced Airway Hyperresponsiveness: Role of
the Microbiome

助 教 Hiroki Tashiro Travel Award American Thoracic So-
ciety 2019

Sex Differences in the Effect of Dietary Fiber on
Ozone Induced Airway Hyperresponsiveness: Role of
the Microbiome

助 教 田代 宏樹 日本内科学会 九州地方会 指導医賞 リンパ脈管筋腫症に対してシロリムス投与を行った一
例

医 員 蒲池 和晴 宇都宮賞（日本 HTLV‐1学会） Mogamulizumb 投与後にもＴ細胞再構築が得られず
EBV 関連中枢神経原発Ｂ細胞リンパ腫を発症した
ATL

学術（学会）賞
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